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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期第１四半期
連結累計期間

第18期第１四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 3,483 2,761 13,278

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
△30 113 138

四半期（当期）純利益又は純損失

（△）（百万円）
△107 24 △672

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△208 67 △755

純資産額（百万円） 7,565 6,768 6,805

総資産額（百万円） 9,687 8,137 8,661

１株当たり四半期（当期）純利益金

額又は純損失金額（△）（円）
△4,747.17 1,064.97 △29,744.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 70.9 75.2 71.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第17期第１四半期連結累計期間及び第18期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。第17期の潜

在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失金額

であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、欧州政府債務危機や電力供給制約などの不安定要素はある

ものの、個人消費や設備投資の増加など緩やかな景気回復傾向が見られます。インターネット関連市場におきまし

ても、スマートフォンやタブレット端末、高速データ通信などの普及によりその市場規模は引き続き高い成長性を

維持するものと見込まれております。

このような環境の中、e-まちタウングループ(以下「当社グループ」)は各事業について見直しを行い、現在利益

の出ている事業及び将来利益の見込める分野に経営資源を集中させるなど、「選択と集中」を実行して参りまし

た。

この結果、当社グループにおける当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年６月30日）の売上高

は2,761百万円（前年同期比20.7％減）、営業利益112百万円（同14.1％減）、経常利益113百万円（前年同期は経常

損失30百万円）、四半期純利益24百万円（前年同期は四半期純損失107百万円）となりました。

　

セグメント別の状況については、以下のとおりであります。

　

①メディア事業

メディア事業におきましては、地域情報ポータルサイト「e-まちタウン」を中心に、「Yahoo!ロコ」の販売代理

店事業、各業種別予約サイトなどを展開しております。

「e-まちタウン」におきましては、掲載タウン数（運営サイト数）も前期末の322から323となり順調に展開して

おります。また、スマートフォン向け情報検索サイト「e-まち地域情報ナビ」などの運営を通じモバイル市場への

情報提供を強化することで、収益のさらなる拡大に努めて参りました。この結果、当第１四半期連結累計期間におけ

るメディア事業の売上高は651百万円（前年同期比18.9％増）、営業利益56百万円（同154.6％増）となりました。

　

②広告代理事業

広告代理事業には、主にモバイル広告を取り扱う株式会社ファイブエニー、株式会社ファーストチャージが属し

ております。大手広告代理店によるモバイル広告事業への本格参入が激化したなかで新規媒体の開拓を行いました

が、スマートフォン向け広告市場の成熟の遅れにより、新規開拓の費用等が先行した結果、当第１四半期連結累計期

間における広告代理事業の売上高は907百万円（前年同期比14.5％減）、営業損失14百万円（前年同期は営業利益

81百万円）となりました。

　

③ソリューション事業

ソリューション事業には、SBMグルメソリューションズ株式会社が運営する「EPARK（イーパーク）」をはじめ、

アミューズメント業界向けソリューションを提供する株式会社GOLUCK、不動産業界向けソリューションを提供する

株式会社エステートソリューション等が属しております。混雑店向け順番予約サービスEPARK(イーパーク)の累計

導入店舗数は2,647店舗、会員数は552万人と市場でのシェアを順調に拡大しております。また当第１四半期連結累

計期間におきまして、新たな付加サービスの提供を開始するなど、ビジネスモデルのさらなる発展に努めて参りま

した結果、当第１四半期連結累計期間におけるソリューション事業の売上高は1,227百万円（前年同期比35.8％

減）、営業利益101百万円（同37.6％増）となりました。

　

EDINET提出書類

ｅ－まちタウン株式会社(E05068)

四半期報告書

 4/19



(2）財政状態の分析

 前連結会計年度末 当第１四半期連結会計期間末 増減

 百万円 百万円 百万円

総資産 8,661 8,137 △524

負債 1,856 1,368 △487

純資産 6,805 6,768 △37

総資産は、前連結会計年度末に計上された売上債権の回収が進んだこと等により、前連結会計年度末比で524百万

円減少し8,137百万円となりました。

負債は、前連結会計年度末に計上された仕入債務及び未払金の減少等により、前連結会計年度末比で487百万円減

少し1,368百万円となりました。

純資産は、配当金の支払等により前連結会計年度末比で37百万円減少し6,768百万円となりました。

　　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

　

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 81,992

計 81,992

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,800 23,800
東京証券取引所

マザーズ

当社は単元株制度は採

用しておりません。

計 23,800 23,800 ― ―

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成24年８月１日以降、提出日までの新株予約権の行使により発行されたものは

含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 23,800 － 1,410 － 1,316

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　  1,200 －

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式   22,600 22,600 同上

発行済株式総数 23,800 － －

総株主の議決権 － 22,600 －

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

e-まちタウン株式会社
東京都豊島区南池袋３丁目

13番５号
1,200 － 1,200 5.04

計 － 1,200 － 1,200 5.04

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

(1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

　

(2）当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目、その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりま

したが、前第３四半期連結会計期間及び前第３四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしま

した。

なお、比較を容易にするため、前第１四半期連結会計期間及び前第１四半期連結累計期間についても百万円単位

に組替え表示しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,474 1,559

売掛金 1,957 1,467

商品 30 29

繰延税金資産 28 5

その他 436 526

貸倒引当金 △47 △44

流動資産合計 3,878 3,544

固定資産

有形固定資産 65 46

無形固定資産

のれん 2,408 2,329

その他 400 374

無形固定資産合計 2,808 2,703

投資その他の資産

投資有価証券 1,593 1,554

長期貸付金 125 102

破産更生債権等 84 83

繰延税金資産 71 69

その他 208 204

貸倒引当金 △174 △171

投資その他の資産合計 1,909 1,842

固定資産合計 4,783 4,592

資産合計 8,661 8,137

負債の部

流動負債

買掛金 666 463

未払金 784 593

未払法人税等 66 40

未払消費税等 40 32

賞与引当金 82 16

ポイント引当金 8 1

その他 207 219

流動負債合計 1,856 1,368

負債合計 1,856 1,368
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,410 1,410

資本剰余金 1,316 1,316

利益剰余金 4,263 4,174

自己株式 △594 △594

株主資本合計 6,396 6,307

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △181 △184

その他の包括利益累計額合計 △181 △184

新株予約権 61 65

少数株主持分 528 580

純資産合計 6,805 6,768

負債純資産合計 8,661 8,137
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 3,483 2,761

売上原価 1,838 1,413

売上総利益 1,644 1,347

販売費及び一般管理費 1,514 1,235

営業利益 130 112

営業外収益

受取利息及び配当金 1 1

助成金収入 － 9

その他 8 8

営業外収益合計 10 20

営業外費用

支払利息 0 －

持分法による投資損失 117 16

貸倒引当金繰入額 50 －

その他 3 2

営業外費用合計 171 19

経常利益又は経常損失（△） △30 113

特別利益

固定資産売却益 － 17

投資有価証券売却益 8 0

子会社株式売却益 － 1

事業譲渡益 － 10

持分変動利益 0 －

特別利益合計 8 29

特別損失

投資有価証券売却損 － 1

子会社株式売却損 22 5

特別損失合計 22 7

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△45 135

法人税等 81 64

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△126 71

少数株主利益又は少数株主損失（△） △19 47

四半期純利益又は四半期純損失（△） △107 24
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△126 71

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △81 △3

その他の包括利益合計 △81 △3

四半期包括利益 △208 67

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △189 20

少数株主に係る四半期包括利益 △19 47
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【会計方針の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

（減価償却方法の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以降に取得した有

形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 28百万円 31百万円

のれんの償却額 61　 79

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月16日

取締役会
普通株式 113 5,000平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金

　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月17日

取締役会
普通株式 113 5,000平成24年３月31日平成24年６月12日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
メディア事業 広告代理事業

ソリューショ
ン事業

売上高  　   

外部顧客への売上高 540 1,031 1,910 3,483

セグメント間の内部売上高又

は振替高
7 30 0 37

計 548 1,061 1,910 3,520

セグメント利益 22 81 73 177

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）　

利益 金額 　

報告セグメント計 177 　

全社費用（注） △47 　

四半期連結損益計算書の営業利益 130 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
メディア事業 広告代理事業

ソリューショ
ン事業

売上高  　   

外部顧客への売上高 646 894 1,220 2,761

セグメント間の内部売上高又

は振替高
5 12 6 25

計 651 907 1,227 2,786

セグメント利益又は損失（△） 56 △14 101 143

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）　

利益 金額 　

報告セグメント計 143 　

全社費用（注） △31 　

四半期連結損益計算書の営業利益 112 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

ｅ－まちタウン株式会社(E05068)

四半期報告書

15/19



（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△4,747円17銭 1,064円97銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
△107 24

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（百万円）
△107 24

普通株式の期中平均株式数（株） 22,600 22,600

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

（剰余金の配当）

平成24年５月17日開催の取締役会において、前期末配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）期末配当による配当金の総額　　　　　　　113百万円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　5,000円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成24年６月12日

（注）　平成24年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月10日

e-まちタウン株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 塚原　克哲　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 台　祐二　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 中村　太郎　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているe-まちタウン株式
会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から
平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半
期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、e-まちタウン株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて
の重要な点において認められなかった。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 

 
（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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